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1. 平成27年3月期の連結業績（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

(2) 連結財政状態

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期 24,494 △5.9 △566 ― 136 ― 88 ―
26年3月期 26,024 △5.9 △531 ― △48 ― △1,817 ―

（注）包括利益 27年3月期 1,598百万円 （―％） 26年3月期 △1,341百万円 （―％）

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり
当期純利益

自己資本当期純利益
率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

27年3月期 2.62 2.59 0.4 0.3 △2.3
26年3月期 △53.55 ― △7.5 △0.1 △2.0

（参考） 持分法投資損益 27年3月期 33百万円 26年3月期 167百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期 46,379 24,212 51.8 715.48
26年3月期 45,560 23,248 50.6 682.09

（参考） 自己資本 27年3月期 24,036百万円 26年3月期 23,071百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

27年3月期 1,274 1,506 △1,862 4,525
26年3月期 1,222 △1,710 △342 3,398

2. 配当の状況
年間配当金 配当金総額

（合計）
配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

26年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00 713 ― 2.8
27年3月期 ― 5.00 ― 10.00 15.00 531 573.0 2.1
28年3月期(予想) ― 5.00 ― 10.00 15.00 ―

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 11,400 4.1 △750 ― △600 ― △500 ― △14.81
通期 25,000 2.1 100 ― 650 374.5 200 126.2 5.92



※ 注記事項
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(3) 発行済株式数（普通株式）

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期 37,696,897 株 26年3月期 37,696,897 株
② 期末自己株式数 27年3月期 4,101,533 株 26年3月期 3,872,477 株
③ 期中平均株式数 27年3月期 33,766,799 株 26年3月期 33,932,952 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示
この決算短信は金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終

了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料P.2「経営成績に関する分析」をご覧ください。
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１．経営成績・財政状態に関する分析 

(１) 経営成績に関する分析 

① 当連結会計年度の概況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府による経済・金融政策などの効果により、一部

では企業業績向上や雇用情勢の改善の動きなど、国内経済の回復の兆しが見られました。しか

しながら、消費税率引き上げや不安定な世界経済などの影響も受け、依然として先行き不透明

な状況が続いております。 

衣料品業界におきましては、景気回復の期待感はあるものの全体の消費マインドの改善は見

られず、円安により輸入コストが上昇するなど厳しい状況下にあります。 

このような経営環境が続くなか、当社グル－プは「お客様第一」「品質本位」の基本理念を

基に経営の効率化に取り組んでまいりました。 

衣料事業は、中国工場の事業構造改善を実施し、製造体制の再構築をすすめてまいりまし

た。販売部門におきましては、不採算店舗の撤退を行う一方、Ｅコマース等の販売経路拡充や

商品構成の拡大をはかり、ＯＥＭ（取引先ブランド製造卸）は利益率・資金効率の低い事業を

縮小し、効率化を進めてまいりました。 

不動産賃貸事業は、小田原の商業施設「ダイナシティ」においては前期に実施しましたリニ

ューアル後も各種イベント等を開催し、地域に密着したＳＣとして収益力向上にむけた運営を

行ってまいりました。 

以上の結果、当連結会計年度の業績につきましては、売上高は24,494百万円(前期比5.9％

減)、営業損失は566百万円（前期は営業損失531百万円)、経常利益は136百万円（前期は経常損

失48百万円）、投資有価証券売却益などの特別利益1,436百万円および連結子会社の経営合理化

に伴う事業構造改善費用などの特別損失668百万円を計上いたしました結果、当期純利益は88百

万円（前期は当期純損失1,817百万円）となりました。 

 

② セグメント別の営業概況 

(衣料事業) 

ＯＥＭ（取引先ブランド製造卸）の受注・販売は、当社グループの生産工場以外で製造加工す

る利益率・資金効率の低い事業を縮小したため、売上高は前年同期比で減少いたしました。株式

会社ニューヨーカーを中心とする小売販売は、日本国内においては消費税率引き上げや天候不順

の影響もあり、売上高は前年同期比で減少いたしました。新しい販売チャネルとして取り組んで

おりますＥコマースは、直営のＮＹオンラインが順調に成長しており、売上シェアを拡大してお

ります。オーダースーツストア「ミリオンクラブ」は、ウィメンズアイテムのサイズバリエーシ

ョンを増やし、新たに受注・製造体制の構築をいたしました。 

以上の結果、売上高は20,297百万円（前期比7.5％減）、セグメント損失（営業損失）は1,692

百万円（前期は営業損失1,606百万円）となりました。 

(不動産賃貸事業) 

前期に実施いたしました小田原の商業施設「ダイナシティ」のリニューアルの効果や、本社ビ

ルへのテナント入居などにより、売上高が増加いたしました。 

以上の結果、売上高は4,402百万円（前期比2.8％増）、セグメント利益（営業利益）は955百
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万円（前期比11.1％増）となりました。 

③ 次期の見通し 

今後のわが国の経済は、全体としては景気は回復へ向かうことが予想されておりますが、円

安による原材料価格の上昇の影響や実質所得の伸び悩みなどもあり生活防衛意識は依然根強

く、先行き不安から個人消費の低迷は続くことが予想されます。 

このような経営環境のなか当社グループは、製造部門と販売部門との連携を強め、より顧客

目線を意識して、経営のさらなる効率化を進めてまいります。 

衣料事業は、中国製造工場群の効率化のために経営体制の抜本的な改革を進めており、製造

体制の再構築を行い、付加価値のある製品を中心に販売を強化してまいります。小売販売の

「ニューヨーカー」ブランドは、2014年9月にオープンしました銀座フラッグシップショップを

活用し収益力向上へ向けてブランドイメージを高め、カジュアルスタイルを展開する「ニュー

ヨーカーブルー」は、新規オープンした原宿の路面店を中心に新たな顧客の創造を目指してま

いります。 

不動産賃貸事業につきましては、小田原の商業施設「ダイナシティ」は、引き続き地域密

着・地域貢献を重視し、運営を進めてまいります。 

以上の結果、平成28年３月期の売上高は25,000百万円（前年比2.1％増）、営業利益は100百

万円（前連結会計年度は営業損失566百万円）、経常利益は650百万円（前年比374.5％増）、当

期純利益は200百万円（前年比126.2％増）の予定です。 

 

(２) 財政状態に関する分析 

①キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度のキャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金および現金同等物は、前連結会計年度末に比べ1,127百万円増加

し4,525百万円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。 

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動によって得られたキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益は905百万円とな

り、減価償却費1,732百万円、売上債権の減少588百万円、たな卸資産の減少175百万円、仕入債

務の減少270百万円、預り保証金の減少528百万円などにより、1,274百万円の収入超過（前連結

会計年度比51百万円の増加）となりました。 

 

株式会社ダイドーリミテッド（3205）平成27年3月期決算短信

－3－



 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動に使用されたキャッシュ・フローは、投資有価証券の取得による支出4,073百万円、

有形固定資産への支出569百万円がありましたが、投資有価証券の売却による収入5,563百万円

などにより、1,506百万円の収入超過となりました。 

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動に使用されたキャッシュ・フローは、短期借入金の収入160百万円、長期借入金の収

入500百万円がありましたが、長期借入金の返済1,660百万円、配当金の支払い533百万円、およ

び自己株式の取得による支出137百万円などがあり、財務活動のキャッシュ・フローは、1,862

百万円の支出超過となりました。 

 

② キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
平成23年

３月期 

平成24年

３月期 

平成25年

３月期 

平成26年

３月期 

平成27年

３月期 

自己資本比率（％） 47.5 50.2 52.5 50.6 51.8 

時価ベースの自己資本

比率（％） 
50.9 50.1 49.1 49.2 43.8 

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率（年） 
23.9 84.0 3.4 9.0 7.4 

インタレスト・カバレ

ッジ・レシオ（倍） 
2.3 0.5 12.3 6.3 6.9 

自己資本比率           ：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率     ：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

＊ いずれも連結ベースの財務諸表により計算しております。 

＊ 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を

対象としております。 

＊ 営業キャッシュ・フローおよび利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営

業活動によるキャッシュ・フロー」および「利息の支払額」を用いております。 
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(３) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社グループは、株主への利益還元を最重要課題のひとつに位置づけております。 

利益配分につきましては、収益力の強化により配当を弾力的におこなうため、配当政策といた

しまして、連結経常利益の30％を基準とする業績連動型と基本方針を定め、キャッシュ・フロー

の発生する特別損益（投資有価証券等の売却や固定資産等の売却）の利益増加分につきまして

も、その30％をその後の数年間にわたり基準配当原資として加えることとし、経営環境、内部留

保の充実等を総合的に勘案して配当案を作成いたしております。 

当期の配当金につきましては、キャッシュ・フローの状況を踏まえ、安定的・継続的な配当を

行うことを必要と考え、第２四半期末5円、期末10円の合計15円とさせていただく予定です。 

 

(４) 事業等のリスク 

当社グループが事業を遂行するにあたり、様々なリスクが伴います。 

当社グループにおいては、これらのリスクの発生を防止・回避・分散することによりリスクの

軽減をはかっておりますが、事業その他に影響を及ぼすと考えられるリスクには以下のようなも

のがあります。 

当社グループでは生産工場を全て中華人民共和国へ移転しており、当該国において戦争・政変

等により工場の生産活動が困難となった場合には、当社グループの経営成績および財政状態に重

大な影響を及ぼす可能性があります。 

不動産賃貸事業におきましては主力施設が神奈川県小田原市に所在しており、東海地震等当該

施設に損害がおよぶ自然災害の発生により商業施設としての機能が果たせない場合、当社グルー

プの経営成績および財政状態に重大な影響を及ぼす可能性があります。 

その他経済動向の変化、大幅な為替の変動等予想を超える事態が生じた場合などには、当社グ

ループの経営成績および財政状態に重大な影響を及ぼす可能性があります。 
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２．企業集団の状況 

企業集団の状況について事業系統図を示すと次のとおりであります。  

平成27年３月に、大同利美特貿易（上海）有限公司は清算いたしました。 
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３．経営方針 

(１) 会社の経営の基本方針 

当社グループは、毛織物・手編毛糸・紳士衣料品・婦人衣料品および不動産賃貸と取扱品目・顧

客は各部門により異なっておりますが、「お客様第一」「品質本位」の基本理念を共有して事業運

営に当たっております。 

原料から製品まで高い品質を追求してものづくりを進めるとともに、販売環境の整備やサービス

力の向上に注力してお客様の高い評価と信頼を得ることにより、企業価値を増大させることが株

主・顧客・取引先・社員等各ステークホルダー（関係各位）の利益につながるものと認識し経営の

基本理念としております。 

 

(２) 目標とする経営指標 

主な経営指標として「株主資本利益率（ＲＯＥ）」を活用しております。株主資本の投資効率の

向上をめざし企業価値の増大をはかるため、10％の達成を目標にしております。 

 

(３) 中長期的な会社の経営戦略 

当社グループは、日本・中国そして欧米におけるグローバルなビジネス展開を戦略の基本と位置

付け、挑戦を続けております。 

グループ各社の役割と責任を明確にして、お客様にご満足いただける品質を提供し続け、環境の

変化に対応できる持続可能な企業集団の形成に取り組み、企業価値の向上を目指してまいります。 

 

(４) 会社の対処すべき課題 

当社グループを取り巻く市場環境は依然として不透明な状況にありますが、この様な厳しい経営

環境のなかで「お客様第一」「品質本位」の基本理念のもと、製造から販売まで品質を追求できる

総合力を活かし将来に向けての事業の見直しと再構築をはかり、「領域」「信用」「効率」をキー

ワードに利益体質の構築を推進しております。 

 中長期の視点でさらなる利益を生み出せる企業グループに進化し、その利益が新しいビジネスを

発展させ、魅力的な製品・サービスを生み出し、人材・ブランドを育成し、社会に貢献することを

目指してまいります。 

 

①中国製造工場 

事業環境が変化するなか、将来を見据えて土地・設備の有効活用をはかり、より付加価値を生み

出せる企業に転換するために経営体制の抜本的な改革を進めており、2015年3月期は事業構造改善の

ための合理化を行いました。市場が求める製品を提供できるよう製造体制の再構築を進め、欧米の

高級ブランドや高級百貨店向けＯＥＭ製品の受注増加に向けた活動も強化することで稼働率の向上

に努めて、品質競争力・コスト競争力を高めてまいります。当社グループは、日本・中国そして欧

米におけるグローバルなビジネス展開を戦略の基本と位置付け、挑戦を続けております。 

 

②パターンメイド事業 

オーダースーツストア事業の「ミリオンクラブ」は、ウィメンズアイテムのサイズバリエーショ

ンを充実させ、東京店を中心に展開を開始いたしました。「ニューヨーカー」ブランドのパターン

メイドや日本・中国および欧米向けのオーダーの受注を含め、販売経路の拡充による着実な成長を

目指しております。 

 

③「ニューヨーカー」ブランド 

当社の主力ブランドである「ニューヨーカー」は、2014年9月にオープンした銀座フラッグシップ

ショップを活用した販促活動も行い、ブランド価値をさらに高めてまいります。日本においては、
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多様化する顧客の志向への対応と新たな消費者への訴求のため、販売経路と商品構成の拡充を進め

てまいります。中国を中心としたアジア市場においては、日本でのマーケティングと連動してブラ

ンド価値を確立するとともに、商品と店舗の見直しを行いながら収益性向上を目指してまいります。 

 

④新ブランド「ニューヨーカーブルー」 

  カジュアルスタイルを展開する「ニューヨーカーブルー」は、ブランドイメージの発信源とし 

 て原宿に路面店をオープンいたしました。トラッド・スタイルのメンズ・ウィメンズウェアの店 

 舗展開により、新たな顧客の創造を目指してまいります。 

 

⑤不動産賃貸事業 

小田原にあります商業施設「ダイナシティ」は、魅力のあるテナントを誘致し、引き続き地域密

着・地域貢献という原点を大切にしながら、エンターテイメント性の向上やファミリー層向けの対

応を強化して施設全体の魅力を高めてまいります。 

 

 

ＣＳＲ（企業の社会的責任）とコンプライアンス（法令遵守）につきましては、法令の遵守に基づ

く企業倫理の重要性を認識するとともに、「お客様第一」「品質本位」の基本理念を通じて、企業価

値の最大化を実現するために、的確かつ迅速に経営されるべきと考えております。その実現のために、

株主の皆様やお客様をはじめ、お取引先・社員等の各ステークホルダー（関係各位）との良好な関係

を築くとともに、株主総会・取締役会・監査役会・会計監査人など、法律上の機能制度の一層の強

化・改善をおこない、コーポレート・ガバナンス（企業統治）を充実させてまいります。 

なお、当社ホームページ（http://www.daidoh-limited.com/）において株主および投資家の皆様へ

の迅速かつ正確な情報の開示に努めるとともに、企業情報の共有化を進め、経営の透明性を高めてま

いります。 

また、平成17年４月より施行されました個人情報保護法に関して、全役員および全従業員に継続的

な啓蒙を行い、必要な措置をとっております。 

 

 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性および企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本

基準で連結財務諸表を作成する方針であります。 

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であ

ります。 

 

 

株式会社ダイドーリミテッド（3205）平成27年3月期決算短信

－8－



�������	
�

�
������

�������
��������� !�

"������
����#���� !�

$%&'

()$%

*+,-.+ �/�01 2/3�3

4567,-89+ �/0�2 �/20�

:;<$% 2/�1� 2/2 �

=>?+$%  1�  �2

@&A  /�# 0B#

�CD"+ E20 E�1

()$%F�  �/33  �/2�2

GH$%

I7GH$%

JK,-LMK�NO� 1/3�� #/12�

PQRS,-TUV�NO� ���  #2

WX  /30  /30 

YZ[$%�NO�  2# ���

J\]^H 0  �B

@&A�NO� ��� �0#

I7GH$%F�  B/0B0  B/�0�

_7GH$%

`abcde ���  0�

YZ[$% �1# ���

@&A �10 � 3

_7GH$%F� 0�0 1#�

f$@&A&$%

f$Ighi  1/�#  0/10 

=>?+$% 312 13�

@&A �/   �/�B3

�CD"+ E�B1 E�B3

f$@&A&$%F� � / 30 ��/#23

GH$%F� ��/BB1 ��/0 2

$%F� 23/3�B 2�/�#0

株式会社ダイドーリミテッド（3205）平成27年3月期決算短信

－9－



�
������

�������
��������� !�

"������
����#���� !�

{|&'

(){|

}~67,-�9+ 132 � 0

l���+ 2/3�B 2/�1B

 �����H&����+  /��B �/�3B

YZ[|�  �� � B

�~��?� ��0 30�

��D"+ � �B

���bD"+ 3� 33

@&A �/��0 �/�B 

(){|F�  B/�3�   /1#2

GH{|

����+ 2/13B �/BBB

YZ[|� �11 221

��.��h+ 3/13# 3/3�0

���4+ ��2 3�1

=>?+{|  2BB

@&A ��1 �13

GH{|F�  �/B30  B/�0�

{|F� ��/�  ��/ �#

N$%&'

��$�

$�+ �/10 �/10 

$���+ 1/� � 1/310

����+ 0/ �� 1/�1B

���� E�/1�� E�/032

��$�F� �B/#�# �B/�B#

@&A&������O

@&AIghi g¡O+ 3#3  /32�

¢£¤k¥¦^H  /#�1 �/�1�

@&A&������OF� �/�B� �/1�0

§��¨©  B   2

ª«��¬s #3 �B

N$%F� ��/�21 �2/� �

{|N$%F� 23/3�B 2�/�#0

株式会社ダイドーリミテッド（3205）平成27年3月期決算短信

－10－



�­���®��k¯,-�������k¯

��®��k¯

�
������
�������

�� ���3�°��!
±² �������� !�

"������
�� �����°��!
±² ���#���� !�

8³´ ��/B�2 �2/202

8³µg  �/��  �/ 02

8³¶��  �/1B�  �/�BB

·8¸,-¹º»¼¸  �/��2  �/1��

½¾®¿�E� E3� E3��

½¾ÀÁ�

45�Â ��# ���

45Ã"+  3�  3B

¢£¡� Ä ���

¬s�ÅÆÇf$��  �# ��

ÈÉ+Á� �B 01

@&A  #B  B2

½¾ÀÁ�F� 131 0#�

½¾À¸Ê

}~�Â �32 �2�

¢£¡® �� Ä

@&A 11 �B

½¾À¸ÊF� �#� �#�

ËÌ��ÍÎËÌ®¿�E� E21  ��

ÏÐ�� ��  /2��

ÏÐ®¿  /233 ��1

?+�¥¦�"�N��ÍÎ?+�¥¦�"
�N®¿�E�

E /22B 0B3

��?ÑÒÓ?,-Ô¾? 2#B 00�

��?�¥¦O E�3 E 32

��?�F� 2B3 1�1

ª«��®�¥¦�"�N��ÍÎª«��
®�¥¦�"�N®¿�E�

E /12� ��

ª«��®¿�E� E�1 E� 

"�N��ÍÎ"�N®¿�E� E /1 # 11

株式会社ダイドーリミテッド（3205）平成27年3月期決算短信

－11－



�������k¯

�
������
�������

�� ���3�°��!
±² �������� !�

"������
�� �����°��!
±² ���#���� !�

ª«��®�¥¦�"�N��ÍÎª«��
®�¥¦�"�N®¿�E�

E /12� ��

@&A&����

@&AIghi g¡O+ E1�0 0# 

¢£¤k¥¦^H  /�0� 3B�

¬s�ÕÊ�ÖÅ	×Ç¬sØ"O 3B 32

@&A&����F� 3B2  /3� 

���� E /�2  /301

��Ù�

Ú�Ö��ÅÛÇ���� E /���  /� �

ª«��ÅÛÇ���� E1 E 3

株式会社ダイドーリミテッド（3205）平成27年3月期決算短信

－12－



�������$��Ü)�k¯

±��������� ���3�°��! ² �������� !�

�
������

��$�

$�+ $���+ ����+ ���� ��$�F�

"�ÝÞ´ �/10 1/�3#  �/B � E�/120 ��/# �

"�Ü)O

��+&Ã" E /B# E /B# 

"�N��ÍÎ"�

N®¿�E�
E /1 # E /1 #

����&ßs E23 12 �0

����&5à E01 E01

@&A E� E�

��$�áÀ&âã

&"�Ü)O�NO�

"�Ü)OF� Ä E23 E�/10B E � E�/020

"�äÞ´ �/10 1/� � 0/ �� E�/1�� �B/#�#

@&A&������O

§��¨© ª«��¬s N$%F�@&AIghi 

g¡O+
¢£¤k¥¦^H

@&A&����

��OF�

"�ÝÞ´  /2 2 2B3  /1 0  3� 12 �3/##2

"�Ü)O

��+&Ã" E /B# 

"�N��ÍÎ"�

N®¿�E�
E /1 #

����&ßs �0

����&5à E01

@&A E�

��$�áÀ&âã

&"�Ü)O�NO�
E1�0  /��� 212 E3 E1 2��

"�Ü)OF� E1�0  /��� 212 E3 E1 E�/3�3

"�äÞ´ 3#3  /#�1 �/�B�  B #3 ��/�21

株式会社ダイドーリミテッド（3205）平成27年3月期決算短信

－13－



±"�������� �����°��! ² ���#���� !�

�
������

��$�

$�+ $���+ ����+ ���� ��$�F�

"�ÝÞ´ �/10 1/� � 0/ �� E�/1�� �B/#�#

"�Ü)O

��+&Ã" E3�� E3��

"�N��ÍÎ"�

N®¿�E�
11 11

����&ßs E�� 23 ��

����&5à E �# E �#

@&A Ä

��$�áÀ&âã

&"�Ü)O�NO�

"�Ü)OF� Ä E�� E223 E0 E3�B

"�äÞ´ �/10 1/310 1/�1B E�/032 �B/�B#

@&A&������O

§��¨© ª«��¬s N$%F�@&AIghi 

g¡O+
¢£¤k¥¦^H

@&A&����

��OF�

"�ÝÞ´ 3#3  /#�1 �/�B�  B #3 ��/�21

"�Ü)O

��+&Ã" E3��

"�N��ÍÎ"�

N®¿�E�
11

����&ßs ��

����&5à E �#

@&A Ä

��$�áÀ&âã

&"�Ü)O�NO�
0# 33�  /3�3  � E 3  /3��

"�Ü)OF� 0# 33�  /3�3  � E 3 0��

"�äÞ´  /32� �/�1� �/1�0   2 �B �2/� �

株式会社ダイドーリミテッド（3205）平成27年3月期決算短信

－14－



�°���åæçèéêaëZ�k¯

�
������
�������

�� ���3�°��!
±² �������� !�

"������
�� �����°��!
±² ���#���� !�

½¾ì)ÅÆÇåæçèéêaëZ

?+�¥¦�"�N��ÍÎ?+�¥¦�
"�N®¿�E�

E /22B 0B3

ígîï¸ �/ �#  /#��

í®®¿  /�20 2

45�Â,-45Ã"+ E20B E3 �

}~�Â �32 �2�

¬s�ÅÆÇf$®��EÎ�� E �# E��

f$Ighi8ï,- g®��EÎ�� Ä E /�0�

Ô¾Lðñò¸Ê 3� ���

8³|©&óíO�EÎóô� � � 311

:;<$%&óíO�EÎóô� 1B2  #3

@&A&()$%&óíO�EÎóô� E��  B�

õ�|�&óíO�EÎíª� E 33 E�#B

.��h+&óíO�EÎíª� E#3# E3�1

@&A&(){|&óíO�EÎíª� 00 E�B�

@&A �2�  #0

ö� �/ 2�  /�B�

�Â,-Ã"+&45O 220 320

�Â&}~O E 0� E 0�

��?�&÷øO �13 �2�

��?�&}~O E /2�3 E��1

ÏÐùú+&}~O E�0 E�3�

½¾ì)ÅÆÇåæçèéêaëZ  /���  /�#2

f$ì)ÅÆÇåæçèéêaëZ

Ighi&NóíO�EÎóô�   /#BB E 

f$Ighi&5àÅÆÇ}û E  /131 E2/B#�

f$Ighi&8ïÅÆÇÁ� Ä 3/3��

I7GH$%&5àÅÆÇ}û E /31� E3�0

@&A �B 311

f$ì)ÅÆÇåæçèéêaëZ E /# B  /3B�

ü�ì)ÅÆÇåæçèéêaëZ

l���+&NóíO�EÎíª� ��B  �B

����ýÅÆÇÁ� �/BBB 3BB

����+&��ÅÆÇ}û E /��B E /��B

����&5àÅÆÇ}û E01 E �#

Ã"+&}~O E /B# E3��

@&A E #� E 0 

ü�ì)ÅÆÇåæçèéêaëZ E�2� E /1��

*+,-*+þ�KÅÛÇ¤k¡O 23 �B0

*+,-*+þ�K&óíO�EÎíª� E#12  / �#

*+,-*+þ�K&�ÝÞ´ 2/ 1� �/�01

*+,-*+þ�K&�äÞ´ �/�01 2/3�3

株式会社ダイドーリミテッド（3205）平成27年3月期決算短信

－15－



 

(５)  連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する事項) 

 

該当事項はありません。 

 

 

（会計方針の変更） 

当連結会計年度より「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第30 号 平成27年３月26日）を適用しております。なお、当連結会計年度

の期首より前に締結された信託契約であるため、従来採用していた方法により会計処理を行って

おり、これによる連結財務諸表への影響はありません。 
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(連結貸借対照表関係) 

 

※１  非連結子会社及び関連会社に対するものは次のとおりであります。 

 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

投資その他の資産 

  投資有価証券(株式) 2,814百万円 2,851百万円

   (うち、共同支配企業に対する投資の金額) (－百万円) (－百万円)

 

 

(連結損益計算書関係) 

 

※１  販売費及び一般管理費のうち主要なものは次のとおりであります。 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成25年４月１日 
  至  平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成26年４月１日 
  至  平成27年３月31日) 

従業員給料手当 3,070百万円 3,029百万円

歩合家賃 3,049百万円 2,827百万円

手数料 1,634百万円 1,636百万円

賃借料 1,289百万円 1,351百万円

広告宣伝費 674百万円 602百万円

賞与引当金繰入額 56百万円 56百万円

ポイント引当金繰入額 13百万円 34百万円

 

※２  特別利益の主な内訳 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成25年４月１日 
  至  平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成26年４月１日 
  至  平成27年３月31日) 

投資有価証券売却益 －百万円 1,396百万円

新株予約権戻入益 62百万円 －百万円

 

※３  特別損失の主な内訳 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成25年４月１日 
  至  平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成26年４月１日 
  至  平成27年３月31日) 

事業構造改善費用 56百万円 623百万円

固定資産除売却損 127百万円 35百万円

減損損失 1,249百万円 4百万円
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(連結株主資本等変動計算書関係) 

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 

 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 37,696,897 － － 37,696,897

 

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 3,802,067 150,110 79,700 3,872,477

(注) １．当社は、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」導入に伴い、平成21年４月１日付で自己株式428,500

株および平成24年12月13日付で自己株式1,500,000株を資産管理サービス信託銀行株式会社（信託

Ｅ口）へ拠出しております。なお、自己株式数については、平成26年３月31日現在において信託Ｅ

口が所有する当社株式1,755,500株を自己株式数に含めております。 

２．普通株式の自己株式の増加150,110株は会社法165条第３項の規定により読み替えて適用される同法

第156条の規定に基づき取得した150,000株および単元未満株式の買取請求により取得した110株であ

ります。また減少79,700株はストックオプション行使38,700株および株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）

給付41,000株によるものであります。 

 

 

３．新株予約権等に関する事項 

会社名 内訳 
目的となる

株式の種類

目的となる株式の数(株) 当連結会計

年度末残高

(百万円)
当連結会計

年度期首
増加 減少 

当連結 

会計年度末 

提出会社 

平成17年新株予約権 普通株式 8,300 － 3,300 5,000 －

ストックオプション
としての新株予約権 

－ － － － － 101

合計 － － － － 101

(注)  平成17年新株予約権につきましては、会社法の施行日前に付与されたストックオプションであるため、

残高はありません。 
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４．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額

(百万円) 

１株当たり配当額

(円) 
基準日 効力発生日 

平成25年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 713 20.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日

平成25年11月５日 
取締役会 

普通株式 357 10.00 平成25年９月30日 平成25年12月３日

(注)  配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）に対する配当金を含んでおりま

す。 

平成25年６月27日定時株主総会決議には配当金35百万円 

平成25年11月５日取締役会決議には配当金17百万円 

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(百万円) 

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 

平成26年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 355 10.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日

(注)  平成26年６月27日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会

社（信託Ｅ口）に対する配当金17百万円を含んでおります。 
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当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日） 

 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 37,696,897 － － 37,696,897

 

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 3,872,477 273,256 44,200 4,101,533

(注) １．当社は、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」導入に伴い、平成21年４月１日付で自己株式428,500

株および平成24年12月13日付で自己株式1,500,000株を資産管理サービス信託銀行株式会社（信託

Ｅ口）へ拠出しております。なお、自己株式数については、平成27年３月31日現在において信託Ｅ

口が所有する当社株式1,735,500株を自己株式数に含めております。 

２．普通株式の自己株式の増加273,256株は会社法165条第３項の規定により読み替えて適用される同法

第156条の規定に基づき取得した273,000株および単元未満株式の買取請求により取得した256株であ

ります。また減少44,200株はストックオプション行使24,200株および株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）

給付20,000株によるものであります。 

 

３．新株予約権等に関する事項 

会社名 内訳 
目的となる

株式の種類

目的となる株式の数(株) 当連結会計

年度末残高

(百万円)
当連結会計

年度期首
増加 減少 

当連結 

会計年度末 

提出会社 

平成17年新株予約権 普通株式 5,000 － － 5,000 －

ストックオプション
としての新株予約権 

－ － － － － 114

合計 － － － － 114

(注)  平成17年新株予約権につきましては、会社法の施行日前に付与されたストックオプションであるため、

残高はありません。 
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４．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額

(百万円) 

１株当たり配当額

(円) 
基準日 効力発生日 

平成26年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 355 10.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日

平成26年11月４日 
取締役会 

普通株式 178 5.00 平成26年９月30日 平成26年12月２日

(注)  配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）に対する配当金を含んでおりま

す。 

平成26年６月27日定時株主総会決議には配当金17百万円 

平成26年11月４日取締役会決議には配当金8百万円 

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(百万円) 

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 

平成27年6月26日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 353 10.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日

(注)  平成26年６月27日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会

社（信託Ｅ口）に対する配当金17百万円を含んでおります。 
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

 

※１  現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成25年４月１日 
  至  平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成26年４月１日 
  至  平成27年３月31日) 

現金及び預金 3,398百万円 4,525百万円

現金及び現金同等物 3,398百万円 4,525百万円
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象とな

っているものであります。 

当社グループは、事業本部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「衣

料事業」及び「不動産賃貸事業」の２つを報告セグメントとしております。なお、経済的特徴が概

ね類似している事業セグメントを集約しております。 

「衣料事業」は、事業者向けの毛織物及び消費者向けの紳士・婦人衣料製品等の製造販売を行っ

ております。 

「不動産賃貸事業」は、ショッピングセンター店舗・事務所用ビル等の賃貸等を行っておりま

す。 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会

計処理基準に基づく金額により記載しております。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替

高は市場実勢価格に基づいております。 

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報 

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

連結財務諸表
計上額 
(注)２ 衣料事業 不動産賃貸事業

売上高   

  外部顧客への売上高 21,941 4,082 26,024 － 26,024

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

－ 201 201 △201 －

計 21,941 4,284 26,226 △201 26,024

セグメント利益又は損失
（△） 

△1,606 859 △746 215 △531

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額215百万円には、セグメント間取引消去１百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社収益及び全社費用214百万円が含まれております。 

全社収益は主にグループ子会社からの経営管理指導料であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

株式会社ダイドーリミテッド（3205）平成27年3月期決算短信

－23－



 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

連結財務諸表
計上額 
(注)２ 衣料事業 不動産賃貸事業

売上高   

  外部顧客への売上高 20,297 4,196 24,494 － 24,494

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

－ 206 206 △206 －

計 20,297 4,402 24,700 △206 24,494

セグメント利益又は損失
（△） 

△1,692 955 △737 170 △566

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額170百万円には、セグメント間取引消去７百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社収益及び全社費用163百万円が含まれております。 

全社収益は主にグループ子会社からの経営管理指導料であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
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(有価証券関係) 

 

１．売買目的有価証券 

該当事項はありません。 

 

２．満期保有目的の債券 

該当事項はありません。 

 

３．その他有価証券 

前連結会計年度（平成26年３月31日） 

区分 
連結貸借対照表計上額

(百万円) 

取得原価 

(百万円) 

差額 

(百万円) 

連結貸借対照表計上額が取得原価を

超えるもの 
    

  ① 株式 4,255 2,521 1,734

  ② 債券     

      国債・地方債等 1,071 984 87

小計 5,327 3,506 1,821

連結貸借対照表計上額が取得原価を

超えないもの 
    

  ① 株式 440 467 △26

  ② 債券     

      国債・地方債等 9,884 10,873 △988

小計 10,324 11,340 △1,015

合計 15,652 14,846 805

（注）表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。 

なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合に減損処理

を行っております。 

 

当連結会計年度（平成27年３月31日） 

区分 
連結貸借対照表計上額

(百万円) 

取得原価 

(百万円) 

差額 

(百万円) 

連結貸借対照表計上額が取得原価を

超えるもの 
    

  ① 株式 4,984 2,620 2,364

  ② 債券     

      国債・地方債等 6,952 6,874 77

小計 11,936 9,495 2,441

連結貸借対照表計上額が取得原価を

超えないもの 
    

  ① 株式 455 467 △12

  ② 債券     

      国債・地方債等 4,567 4,912 △344

小計 5,022 5,379 △357

合計 16,959 14,875 2,084

（注）表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。 

なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合に減損処理

を行っております。 
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４．連結会計年度中に売却したその他有価証券 

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 

売却額(百万円) 売却益の合計額(百万円) 売却損の合計額(百万円) 

－ － －

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日） 

売却額(百万円) 売却益の合計額(百万円) 売却損の合計額(百万円) 

5,563 1,396 －
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(１株当たり情報) 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成25年４月１日 
  至  平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成26年４月１日 
  至  平成27年３月31日) 

１株当たり純資産額 682円09銭 715円48銭 

１株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額(△) △53円55銭 2円62銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 －円－銭 2円59銭 

(注) １．１株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上

の基礎は、以下のとおりであります。 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成25年４月１日 
  至  平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成26年４月１日 
  至  平成27年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益又は当期純損失(△)(百万円) △1,817 88 

普通株主に帰属しない金額(百万円) － － 

普通株式に係る当期純利益又は 
当期純損失(△)(百万円) 

△1,817 88 

普通株式の期中平均株式数(千株) 33,932 33,766 

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

当期純利益調整額(百万円) － － 

普通株式増加数(千株) － 345 

(うち新株予約権) (－) (345)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株
式の概要 

－ 

 

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

純資産の部の合計額(百万円) 23,248 24,212 

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 177 175 

(うち新株予約権) (101) (114)

(うち少数株主持分) (75) (60)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 23,071 24,036 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通
株式の数(千株) 

33,824 33,595 
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(重要な後発事象) 

 

該当事項はありません。 

 

 

（開示の省略） 

リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、金融商品、デリバティブ取引、退職給付、ス

トック・オプション等、企業結合等、資産除去債務、賃貸等不動産に関する注記事項については、

決算短信における開示の重要性が大きくないと考えられるため開示を省略しています。 
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５．その他 

(１)  役員の異動 

 役員の異動につきましては、平成27年3月2日に公表いたしました「取締役・執行役員および監

査役の異動に関するお知らせ」および平成27年3月16日に公表いたしました「社外取締役候補者の

選任に関するお知らせ」をご参照ください。 
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